
こ
の
句
は
、
県
立
文
学
館
の
飯
田
蛇

笏
・
龍
太
記
念
室
に
力
強
い
筆
跡
の

書
額
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
句
は
作
家
、
芥
川
龍
之
介
が

称
賛
し
た
句
で
も
あ
る
。

　

大
正
７（
１
９
１
８
）年
の「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」８
月
号
に「
我
鬼
」と
い
う

俳
号
で
掲
載
さ
れ
た
龍
之
介
の
句

を
、
蛇
笏
は
龍
之
介
と
は
知
ら
ぬ
ま

ま「
無
名
の
俳
人
に
よ
っ
て
力
作
さ

る
ゝ
逸
品
」と
評
し
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
二
人
は
手
紙
の
や
り
と
り

や
句
の
交
換
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　
大
正
13（
１
９
２
４
）年
３
月
の
俳

誌「
雲
母
」十
周
年
記
念
号
に
は
、
龍

之
介
が「
蛇
笏
君
と
僕
と
」と
い
う
一

文
を
寄
稿
。
夏
目
漱
石
の
家
で
知
人

か
ら
蛇
笏
の
句
を
紹
介
さ
れ
て
か

ら
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
句
の
数
々
に

触
れ
、
蛇
笏
の
句
の
世
界
に
惹
か
れ

て
い
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　
二
人
は
生
涯
会
う
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
深
い
心
の
交
流
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
２（
１
９
２
７
）年
７

「
雲
母
」を
俳
壇
の
揺
る
ぎ
な
い
存
在

に
育
て
上
げ
た
。
戦
中
か
ら
戦
後
に

か
け
て
は
両
親
と
３
人
の
息
子
の
度

重
な
る
死
に
遭
遇
す
る
が
、
悲
し
み

を
乗
り
越
え
、
や
が
て
豊
か
な
俳
句

の
世
界
を
実
現
し
て
い
く
。

　
晩
年
を
迎
え
て
も
、
そ
の
創
作
意

欲
は
衰
え
る
こ
と
が
な
く
、
一
層
の

深
ま
り
を
見
せ
た
が
、
昭
和
37（
１

９
６
２
）年
10
月
３
日
、
77
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
後
の

昭
和
42（
１
９
６
７
）年
、
蛇
笏
の
文

学
的
業
績
を
後
代
に
伝
え
る
た
め

「
蛇
笏
賞
」が
設
け
ら
れ
た
。
蛇
笏
賞

は
俳
句
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
賞
と

し
て
、
40
年
以
上
、
俳
句
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
る
。
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飯 田 蛇 笏 の 足 跡

東
京
の
俳
壇
か
ら
離
れ

故
郷
山
梨
で
句
作

手
紙
や
句
で
育
ま
れ
た

龍
之
介
と
の
心
の
交
流

自筆の句の掛け軸、原稿、主宰した俳誌や愛用品など
を展示。平成22年２月のリニューアルで資料もさらに
充実。蛇笏、龍太親子の魅力を存分に味わえる。

蛇笏の生家（笛吹市）

飯田蛇笏・龍太記念室
自筆の句の掛け軸、原稿、主宰した俳誌や愛用品など

蛇笏自筆の額
代
表
句
の
一
つ
。

「
い
も
の
露

連
山
影
を

正
し
う
す　
蛇
笏
」
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山梨　文学館 検 索

十
七
文
字
で
山
梨
の
風
土
と
自
然
を
詠
い
上
げ
た
、
俳
人
、
飯
田
蛇
笏
。
山

梨
の
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
孤
高
で
重
厚
な
俳
句
は
、

俳
人
は
も
と
よ
り
多
く
の
文
化
人
を
惹
き
つ
け
、
作
家
、
芥
川
龍
之
介
と
も

作
品
を
通
し
て
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。 う

たひ

　
明
治
18（
１
８
８
５
）年
、
東
八
代

郡
五
成
村（
現
・
笛
吹
市
境
川
町
）に

生
ま
れ
た
蛇
笏（
本
名
・
武
治
）は
、

早
稲
田
大
学
在
学
中
、
俳
句
実
作
グ

ル
ー
プ「
早
稲
田
吟
社
」に
参
加
す
る

一
方
、
歌
人
、
若
山
牧
水
や
北
原
白

秋
ら
と
親
交
を
深
め
た
。
23
歳
で
俳

誌「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」を
発
行
す
る
高
浜

虚
子
に
入
門
。
俊
英
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
が
、
明
治
42（
１
９
０
９
）

年
、
東
京
の
俳
壇
か
ら
離
れ
、
山
梨

に
帰
っ
た
。

　
故
郷
で
俳
句
を
作
る
道
を
選
ん
だ

蛇
笏
は
、
山
梨
の
自
然
や
生
活
を
詠

み
、
た
び
た
び「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」の
巻

頭
を
飾
っ
た
。

芋

の

露

連

山

影

を

正

し

う

す

　
蛇
笏
の
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
た

た
け
は
る

が　
き

う
ん
も

か
な

蛇笏は笛吹市境
川町小黒坂にあ
る生家を「山廬
（さんろ）」と呼
んだ。庭にある
樹齢300年以上
の赤松は、今も
当時と変わらぬ
姿を残してい
る。

　
眼
前
の
芋
の
葉
の
上
に
露
。は
る
か
か
な

た
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
。露
の
玉
と
南

ア
ル
プ
ス
連
山
の
高
く
そ
び
え
立
つ
姿
の

対
照
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

月
24
日
に
龍
之
介
が
自
殺
。
35
歳
で

あ
っ
た
。
そ
の
死
を
悼
み
蛇
笏
は
次

の
句
を
詠
ん
だ
。

た
ま
し
ひ
の
た
と
へ
ば
秋
の

ほ
た
る
哉

　
こ
の
句
を
し
た
た
め
た
蛇
笏
直
筆

の
書
も
県
立
文
学
館
の
飯
田
蛇
笏
・

龍
太
記
念
室
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
そ
の
後
、
蛇
笏
は
重
厚
で
力
強
い

作
風
を
確
立
し
、
主
宰
し
た
俳
誌

※生家「山廬」は一般公開していません。

こ  

こ
う

た
と

　
秋
の
蛍
と
い
っ
て
も
８
月
上
旬
。青
白
い

蛍
の
光
の
尾
は
、こ
の
頃
に
な
る
と
特
に
哀

れ
深
い
。亡
く
な
っ
た
龍
之
介
の
霊
魂
を
秋

の
蛍
に
喩
え
、悲
し
み
を
表
現
し
て
い
る
。

交流があった頃の芥川龍之介（写真左）と飯田蛇笏（写真右）

い
も

た
だ

つ
ゆ

れ
ん

ざ
ん

か
げ

Ⓒ東武博物館Ⓒ東武博物館

1885年～1962年

やまなしの
偉人たち
第4話

格
調
高
い
句
で

多
く
の
文
化
人
を
魅
了
し
た

俳
人 

飯
田
蛇
笏

明治18（1885）年…東八代郡五成村（現・
笛吹市境川町）に生まれる。
明治38（1905）年…早稲田大学入学。「早
稲田吟社」に参加。
明治41（1908）年…虚子の句会「俳諧散
心」に参加。
明治42（1909）年…郷里に帰り、田園生
活に入る。
大正元（1912）年…「ホトトギス」雑詠欄復
活。以後、この欄で活躍。
大正６（1917）年… 「キラゝ」の主宰とな
り、翌７年に誌名を「雲母」に改める。
大正14（1925）年…「雲母」の編集・発行
所を甲府に移す。後に自宅に移す。
昭和7（1932）年…第1句集「山廬集」刊行。
昭和34（1959）年…「雲母」創刊500号。
昭和37（1962）年…77歳で死去。

プロフィール

近代俳句界を代表する俳人

飯田 蛇笏
いい だ だ こつ

14ふれあい15


